
十
三

橋
梁
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

灯
質
は
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

区
分

灯
質

色

光
り
方

左
側
端
灯

緑

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光

又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光
（
モ
ー
ル
ス
符
号
の
Ｕ

の
信
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

右
側
端
灯

赤

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光

又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光
（
モ
ー
ル
ス
符
号
の
Ｕ

の
信
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

中
央
灯

白

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
長
せ
ん
光
（
一
周
期
が

十
秒
の
も
の
に
限
る
。）又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光

（
モ
ー
ル
ス
符
号
の
Ａ
の
信
号
に
係
る
も
の
に

限
る
。）

橋
脚
灯

黄

不
動
光
、
単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光
又
は
モ
ー
ル

ス
符
号
光
（
モ
ー
ル
ス
符
号
の
Ａ
及
び
Ｕ
の
信

号
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

十
四

霧
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

施
設
灯
と
併
せ
て
設
置
す
る
霧
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
音
達
距
離
が
二
海
里
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
周

期
が
三
十
秒
以
内
の
モ
ー
ル
ス
符
号
の
Ｕ
の
信
号
に
係
る
音
を
吹
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

イ
に
規
定
す
る
霧
信
号
所
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
周
期
が
六
十
秒
以
内
の
音
を
吹
鳴
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ハ

音
の
吹
鳴
の
一
周
期
は
、
付
近
の
霧
信
号
所
と
明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五

無
線
方
位
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

有
効
範
囲
は
、
設
置
の
目
的
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

レ
ー
ダ
ー
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
を
受
信
し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
応
答
し
て
電
波
を
発
射
し
、
当
該
レ
ー

ダ
ー
の
指
示
器
上
に
そ
の
位
置
を
表
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
無
線
方
位
信
号
所
の
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
と
し
て
海
上
保
安

庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
六

デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

衛
星
の
電
波
を
受
信
し
て
得
ら
れ
る
測
位
誤
差
を
補
正
す
る
衛
星
測
位
誤
差
補
正
情
報
を
送
信
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

イ
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
の
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
と
し
て
海

上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
七

Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
の
設
備
は
、海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
情
報
を
自
動
的
に
送
信
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
八

船
舶
通
航
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

情
報
収
集
用
設
備
は
、
レ
ー
ダ
ー
、
船
舶
自
動
識
別
装
置
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
、
無
線
電
話
そ
の
他
の
手
段

に
よ
り
、
船
舶
交
通
の
状
況
及
び
船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
的
確
に
収
集
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

情
報
提
供
用
設
備
は
、
無
線
電
話
、
電
光
表
示
盤
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
、
船
舶
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的

確
に
船
舶
交
通
の
状
況
及
び
船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

十
九

潮
流
信
号
所
の
設
備
は
、
船
舶
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
潮
流
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

２

地
形
的
理
由
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
前
項
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
航
路
標
識
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
の
方
法
の
基
準
）

第
七
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

所
定
の
運
用
時
間
中
航
路
標
識
の
運
用
を
確
実
に
維
持
す
る
こ
と
。

二

航
路
標
識
の
改
修
、
清
掃
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
完
全
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
。

三

建
築
物
、
植
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ
り
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
物

件
の
除
去
等
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
。

四

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、航
路
標
識
の
運
用
を
停
止
し
、又
は
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
と
な
っ

た
場
合
及
び
当
該
航
路
標
識
の
運
用
又
は
機
能
が
復
旧
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
海
上
保
安
庁
と
の
連
絡
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
。

五

天
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用
に
支
障
を
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
復
旧
に
努
め
る

と
と
も
に
、そ
の
運
用
を
で
き
る
だ
け
継
続
す
る
等
船
舶
交
通
の
危
害
予
防
の
た
め
適
当
な
措
置
を
す
る
こ
と
。

六

航
路
標
識
に
つ
き
改
修
そ
の
他
の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
船
舶
の
航
行
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
適
当
な
措
置

を
す
る
こ
と
。

七

航
路
標
識
に
は
、
灯
光
、
音
響
又
は
電
波
を
発
す
る
機
器
の
部
品
の
う
ち
交
換
が
可
能
な
部
品
に
つ
い
て
、

必
要
数
量
の
予
備
品
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

第
九
条
中
「
法
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
七
条
第
二
項
、
法
第
十
八

条
第
二
項
及
び
法
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を「（
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第

七
条
」
に
、「
電
信
、
電
話
」
を
「
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
つ
た
」
を
「
あ
っ

た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
、
二
節
及
び
章
名
を
加
え
る
。

（
直
接
管
理
）

第
十
三
条

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
直
接
に
管
理
す
る
場
合
は
、次
の
各
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
そ
の
旨
を
事
前
に
通
知
す
る
こ
と
。

二

管
理
の
期
間
そ
の
他
の
条
件
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
と
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
が
協
議
し

て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
航
路
標
識
を
直
接
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
収
用
）

第
十
四
条

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
収
用
す
る
場
合
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
そ
の

旨
を
事
前
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
航
路
標
識
に
つ
い
て
の
第
五
号
様
式
に
よ
る
調
書
そ

の
他
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

備
考一

こ
の
表
に
お
い
て
「
左
側
端
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下
に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
左
側
（
別
表
第

二
の
備
考
第
一
号
に
規
定
す
る
左
側
を
い
う
。
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
端
を
示

す
施
設
を
い
う
。

二

こ
の
表
に
お
い
て
「
右
側
端
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下
に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
右
側
（
別
表
第

二
の
備
考
第
一
号
に
規
定
す
る
右
側
を
い
う
。
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
端
を
示

す
施
設
を
い
う
。

三

こ
の
表
に
お
い
て
「
中
央
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下
に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
中
央
を
示
す
施
設

を
い
う
。

四

こ
の
表
に
お
い
て
「
橋
脚
灯
」
と
は
、
橋
脚
を
示
す
施
設
を
い
う
。

ロ

左
側
端
灯
、
右
側
端
灯
及
び
中
央
灯
に
係
る
灯
光
の
光
り
方
は
、
原
則
と
し
て
同
一
の
も
の
と
し
、
不
動

光
以
外
の
光
り
方
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
同
期
さ
せ
る
こ
と
。

ハ

橋
梁
の
下
に
複
数
の
可
航
水
域
又
は
航
路
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
主
た
る
可
航
水
域
又
は
航
路
を
区
別

し
て
示
す
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
主
た
る
可
航
水
域
又
は
航
路
を
示
す
た
め
の
灯
光
の
光
り
方
は
、
不
動
光

以
外
と
す
る
こ
と
。
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